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7月から、 『燃やせるごみ』 は、市指定白

ごみ袋に入れて、 l世帯主の氏名を記入し、決

められたWfAfrに出していただくよつになり

まLた。

燃やせるごみとは、おもに生ごみ (水分を

よく切って出してください)、紙くず、木

くず、皮里nなとですが、紙ごみはできる隈

り資源ごみとして資源回収に山してくだ

さい。

資源回収は、新聞紙、雑誌 ・

ダンボール、牛乳バ y 夕、古布の

組類を、毎月、自治会ごとに眠

られた場所で回収しています。

平成 7""肢は 1年間lで3181

トン由資拡{物が回収され、

これらの売却により927万

円の収入がありま Lた。

市では資源回収'J!J.用を

負担し、さらに資源

物の売却金に一定

白額を上乗せ L

「奨励金」とし

て全額臼治会

『燃やせるごみの指定袋』 は「指定

袋取扱庖」 のステッ力ーのはってある

市内小売庖で販売しています。

.家庭用30リットル (10枚 1組500円)

.家庭用20リットル(10枚 1組350円)

.事業系用30リットル (10枚 1組850円)
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に還元Lています。資

源回収は、ごみの減

五iと資源の有効利用

として効史的です。

いっそうの協力を

お願いします。

また、事業所から

排出されるごみc'μ

業系のごみ)は、法

律により、自ら目立

任において適正に処理

しなければならないと

定められています。ご

みm杭所には原fIIJ的に出

すことはできません。廃

棄物処理業者に依頼する

か適正な自己処理をして

くださ L、ただし、小腕般

白事業者の使宜を図るため、

燃やせるごみの量が常に 2

袋以内である場合に晦り、

申請により事業系用の燃や

せるごみ指定袋を使い事業所

名を記入して集積所へ出すこ

とができます(燃やせないご

みは、五Iの多少にかかわらず集

積所へ出すことはできません〕。

限りある資源や環境を守り、

美しくすばらしい上田市をつく

りあげるために、いっそうの

『ごみの減置と再資描'化』に

ご協プJくださし、。

・環境輩務謀(置協0666)

ヨ長

7月から

「燃やせるご みよは
市で指定した袋で
出してください。

一一一人口/122.150人 (+151) 男 /59.964人 (+92) 女 /62.186人 (+59) 世稽/42回3(+ 132) 
外国人登録者数/1.949人 (+29) 嬰/1.116人 (+2幻 女 /833人 (+]) ()は前月比

〈再生紙を使用しています〉

【



平成8年度 『長野県総合防災訓締』が6月 4日、上堀河川敷

グラウンドを主会場に、市内各地で大規模に行われました。12

年ぶりに上回で開催された今回目訓練には、市民や閲保者ら過

去最高の約4万3千人が害加。有事に備えた実践的な訓練が繰

り広げられました。

足立:訟を型

.長問合|
防災訓練.
開催 l 

11i~冒ヨ:fUif8. 7. 1 [2 J 



ー，

[災害から身的るための E
ワンポイント

起きてからでは遅すぎる l

日ごろから各家庭でできる防災対策

・A、ち字んや嗣人事それぞれの家庭の状況に合わ

せ、 2-3n分の官事十、飲料水(1人 In3リッ

トル)などを備指しておきましょう。

.JI'1，¥持ち111L 品 (44rJIltM、 ffill-l'~五!J 、 ラジオ、

乾H.i池呼)を準備Lておきま Lょっ。

.家H等の転倒Wli'..棚田上の物なと'の端ト防11:
対策を行っておきま Lょう。

.ill物の点検と補強を。

[点検'J'項]

*かわりのひびやすれは?

市町舎のひびはつ

*窓や雨戸のがたつきはワ

*プロック桝のぐらつきや傾きはウ

*プロパンガスのボンベのr ，~1!正はワ

・民~ti- I時における京肢の辿給体制 ・ 避難局所を確

，t2. Lておきま Lょう。

地震発生!そのときあなたは

どうしますか7行動のポイン卜は?

.グラッときたら大町始点。

・よ地fJl~まずわが身の安全告。.fiを附けて、山Uの自主保をロ叫が1mかなくなる

ことがあります。

.写{内白ガラスの破片に)({をつけま Lょう。スリッ

パなどをI11.Clしておくと左心です。

・あわてて外へ飛び出さ江いように、注Eしましょ

っ。

-火がIJIたらすばやく消火。

.隣近所と互いにpl，をかけあいましょう。

・協))しあって応急救担。

.扶い泊、 I!lJ・塀には近寄らないように Lてくだ

さL、。

.避難は徒事で、持ち物はu小限に。

*足冗とlIRの保護を。

*非常持ち出し品以外

にむやみに何物は持た

ず、山手はあけておき

まLょっ。

事品申告占や~rs-高など、

災占弱占に駐車しま Lょ

う。

13) J1i1llラjf!t!B.7. 1 

，，~. 
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~心豊かに生きまし ょう~

'96うえだ
市民フォーラム

水
と
森
林
を
考
え
る

雨
乞
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

••• 

か

今

上
田
市
は
全
国
で
も
有
数
な
寡
雨

地
域
で
、
別
所
温
泉
地
区
に
は
雨
乞

白
仰
が
み
だ
げ

い
の
神
を
ま
つ
る
夫
神
岳
と
、
古
く
か

5
e
r
 

ら
続
く
雨
乞
い
祭
り

『
岳
の
峨
』
が

今
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
全
国
各
地
の
寡
雨
地

域
町
市
町
村
開
帳
者
ら
に
広
く
害
加

を
呼
び
か
け
、
日
常
生
活
亭
き
さ
え
る

水
と
、
水
源
由
役
割
を
担
う
山
や
森

林
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
そ
の
あ

り
方
を
研
究
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
は
、
全
国
的
な

『
オ

-I!~.~縄;-;t.lまヨþj主主三指.三司既日通告齢司òl'従軍

-とき

7月20B (土)

午桂 1時-3時30分
.ところ

上田市文化会館ホル

.内容

.講満

『ともに生きる時代』

.講師

エッセイス卜 ・ジャ

ナリス ト

話蓄基宇さん

・あなたとめざそう

ときめきの上回

=うえだ女性プラン 11J 

に ついて=

カ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
』
の
開
催
を
目
指
す
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

-
日
程
と
内
容

川
7
月
日
目
出
川

マ
開
会
行
事

(午
桂
2
時
)

マ
購
靖

φ
上
国
民
俗
研
究
会
幹
事
・

宮
本
逮
郎
さ
ん
に
よ
る

『
岳
の
帳
と

上
回
地
方
の
雨
乞
い
由
民
俗
』
(
午
後

2
時
却
分
)

②

水
資
源
開
発
公
団

〈

-
z
h
a

副
総
裁

・
馬
場
久
郡
男
さ
ん
に
よ
る

『水
資
源
の
現
状
と
将
来
へ
の
対
応
』

〔午
後
3
時
泊
分
)

H
7
月
刊
日
間
H

マ
岳
の
惜
自
由
見
学
(午
前
7
時
l

m時
)

マ
記
意
講
演
会

東
京
大
学
名
著
教

み
ら
お

授

・
筒
井
辿
去
さ
ん
に
よ
る
『
水
源
を

守
る
森
林
と
ォ
ヵ
、、、
』
(午
前
川
時
)

マ
閉
会
行
事

(午
前
日
時
叩
分
)

副
知両
日
と
も
金
場
は
別
所
温
泉
安
圭

寺-

主

催

オ

カ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委

貝
金

-
問
い
合
わ
せ

5
7
)
 

古
代
体
験
を
し
よ
う

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

••• 
マ
と
き

7
月
初
日
出
午
後
l
時

か
ら
7
月
別
日
間
午
後
5
時
初
分
ま

で

マ
と
二
ろ

長
門
町
原
始

・
古

代
ロ
マ
ン
体
験
館

(集
合

・
受
け
付

け
て
長
門
町
緑
地
等
管
理
中
央
セ

ン
タ
ー
、
長
門
町

・
星
藁
峠
、
和
剖

村
場
遊
パ
l
ク
、
武
石
村
と
も
し
び

博
物
館

マ
内
容

土
器
作
り
、
石

器
作
り
、
宿
泊
、
畳
山
、
火
お
こ
し

体
験
、
入
泌
ほ
か

マ
対
車

上
小

地
域
在
住
の
小
学
校
3
年
か
ら
中
学

生
ま
で
の
親
子
切
組

〔
1
0
0
人
)

マ
持
ち
物

寝
袋
、
リ
ユ

y
夕
、

水
筒

マ
害
加
料

一
人
1
0
0
0

円

(当
日
会
場
で
受
け
付
け
)

マ

由
申
し
込
み

希
望
者
は
、
7
月
8
日

開
午
前
9
時
か
ら
7
月
四
日
幽
午
後

5
時
ま
で
に
、
屯
話
か
F
A
X
で
上

団
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

(桐
鳩
山
Paz
-
3
0
・
岡
開
閉

8
9
8
0
)

へ
閉
し
込
み
く
だ
さ
い
。

山
林
諜

(
困
1

4

-
構
師E

R
E
--

落
合
恵
子
さ
ん

落合恵子さんプロフィール
小説家a クレヨンハウスオー
ナー。昭和42年文化被送入

社。漂夜紋迭で人気のoJ 

となり『レモンちゃん』の
愛称で捜しまれる.同49年

に退社し、著述業に専念。

主な著書は 『ザ レイプ』
『自分にごほうび』など。

-モの他 人場無料

(当 日は手話通訳や託

児を行います)

.問い合わせ 企画課

(困1224)

7
月
か
ら

「市
政
懇
般
会
」
開
催

市
で
は
、
第
三
次
結
合
引
画

の
初
年
度
に
あ
た
り
、

計
画
の

概
要
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
政
に

対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
、
要
望

を
お
削
き
す
る
た
め

『市
政
懇

談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

7
月
か
ら
、
地
区
辿
合
自
治

会
単
位
に
、
市
内
同
地
区
で
行

い
ま
す
の
で
、
お
お
ぜ
い
の
皆

さ
ん
の
ご
害
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

マ
問
い
合
わ
せ
脇
市
官
調

8

1
1
1
1
、
1
1
1
2
)

日程表

とき | ところ | 封象地区

7月17日剛|東師 団 センター |富士山東海拠地E

7月四日同|商 塩 国 会 館|酒塩困地区

7月初日同|境図公民 館|中塩園地区

7月31日剛|繍 染 闇|別所理泉地区

「市政懇談会J• 
三持聞はいすれも午後7持から9時までの予定.

:;上位以外の日程は 次号以降でお知らせします.

[4 J 7 IZitaヨ左足'!B.7 学生と受付開始日 Z防衛医科大学校 ・ 防衛大学綬 看麗学生~ 9 月 17 日{知~ 主航空学生・ 般首候繍学

- (男子の2等陸 ・海 ・空土1<1:7 fI 1白聞から)/問い合わぜ 自衛隊よ図募集事務所 哩IL@5267)



トニデユオバイオリンと

占 星空のタペ~

bとき 8月 3日出午後 .. 守30分間ui，i [>ところ 上回創造

館プラネタリウム主 1>出演者 村上あゆ柴さん(上回市在住)、

稲岡満世さん(崎玉県在住) 1>定員 120人 (定員になり次第締

め切り ) 1>入向島料 1000阿 1>その他 チケットのお求めは

7 月 7 日 (日)より創造館へどうぞ (官R~では畳け付けません)

1>問い合わせ上回創造飢 (掴ゆ111I) 

星空コンサー

凪割762

{主催者の侮舎により変更する濁含があります)

.二の丸 1-2 上田市民会館

夏
も
楽
し
さ
満
喫
/

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
へ

••• 
-
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
患
者
惇
行
コ
I

Z

(パ
ソ
コ
ン
通
信
体
験
)

7
月

H
日
間
午
後

2
時

1
/
セ
ミ

ナ

ル

I
ム
/
宰
加
費
1
0
0
0
円

(
定
貝
同
組
)

-
A
F
T
E
R
5
セ
ミ
ナ

(ホ

ム
ベ
l
ジ
作
成
嫡
座

U
上
級
編
)

7
月
日
日
嗣
午
後

6
時
却
分
S
/

セ
ミ
ナ
ー
ル

l
ム
/
書
加
費
2
0
0

0
円
(
定
員
四
組
)

-
海
の
目
特
別
企
画

(こ
の
重
お
す

す
め
の

C
D

R
O
M
は
こ
れ
だ
)

7
月
初
日
出
午
後

1
時

1
/
C
D

R
O
M
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
/
入
場
無

料

E吾07印.材木町'-2-3上田市文化会館

-
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
音
量
体
験
全

7
月
加
日
出
午
桂

1
時
加
分
i

/

M
I
D
I
プ
l
ス
/
入
場
無
料

-

イ

ン

タ

ネ

ッ

ト

体
験
全

7
月
幻
日
間
午
後

2
時

1
/
マ
ル

チ

メ

デ

ィ

ア

ホ

ル

/
入
場
無
料

-
上
固
ま
ん
な
か
ネ
y
ト

オ

フ

ラ

イ
ン
ミ

テ
ィ
ン
グ

7
月
別
日
間
午
後

4
時

1

/
ラ
ウ

ノ
ン
/
入
場
無
料

臼本コロ J ピア全国吟隊
コy ク ル上困地区大会

活F

-よ困原1640

..回全国膏少年
長野地区吟道大会

月日 催し 2・時間 入梅 問い合わせ

7パ3 場上書簡隊東京音軍隊
"・00

チケ ν卜商@工4会5破所

'" 
ふれあいコンサート 必要 00 

14 ニ薫百合子特別公，貰
13: 00 

有料
日198-

回 18: 30 42・-4586

却
18: 30 ω 上田市民劇場 7月倒会 上国

加薗檀ー事務所公，寅 会員勢
@市民96劇9場7 

調 レンド・三一・7.テナーJ 13: 15 
同同 18: 30 

上回創造館

サンテラスオ ール
咽胞担700

池限公正友機農

"月".まで}

小株第二作品展

~その肉なる歩み…"月28.まで〉

東部町文化会館

L 王
宮
I
マン
慣

i
絵
画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

l

作
品
募
集

上
関
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
l
ク
と

し
て
霞
生
す
る
、
圏
内
最
長
で
コ
ン

ク
リ
ト
ア
チ
区
形
式
の
『
よ
図
ロ

マ
ン
橋
』
が
、
い
よ
い
よ
こ
の
秋
に

完
成
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

丘
陵
地
轡
の
景
観
に
マ
3

チ
し
た
新

名
所
と
し
て
、
ま
た
ン
ン
ポ
ル
と
し

て
の
繕
を
題
初
に
し
た
絵
画
、
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
期
間

8
月
1
日
同
3
9月
初
日
開

.
発

表

表

膨

日
月
3
日
閣
の
開
通
前
毘
念
イ
ベ

ン
ト
ほ
か
に
て
発
表

E
S
-
-作
晶

マ
絵
画
の
都
(
ク
レ
ヨ
ン

ク

レ
パ

ス

水
彩
・
池
は
問
い
ま
せ
ん
〉

①
サ
イ
ズ
商
用
紙
〔
四
ツ
切
泊

m
x
田
畑
程
度
)

骨
応
募
資
格
『
小
学
生
1
3
3
年

生
の
部
』
『
小
学
生
ae
j

6
年
生

の
部
』

『中
学
生
の
部
』『

一
般
の

部
』
骨
応
募
は
1
人
1
点
と
し
ま

す
。

マ
写
真
の
郵
(
カ
ラ
)

①
サ
イ
ズ

図

γ
切
(
ぉ

・
4
m
×

初

S
伺
以
内
)

申
応
募
資
格

一
般

骨
応
募
は
1
人
5
点
以
内
と
し
ま
す
e

マ
賞各

都
門
〔
5
怒
門
〕
ご
と
に
市
長

賞
1
点
、

J

H
貧
1
点
、
入
還
5

点
、
佳
作
若
干
。
各
々
に
賞
状
・

記
念
品
輸
相
呈

-
応
事
ょ
の
ご
違
憲

①
入
選
作
品
の
版
権
ほ
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

骨
『
写
真
の
鶴
』
の
入
選
者
は
、
入

選
通
知
後
刊
日
以
内
に
原
版
を
鍵

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
な
き
泊
朝

合
は
失
格
と
し
ま
す
。

申
入
選
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
が
、

入
選
作
品
以
外
で
返
却
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
市
役
所
窓
口
に
て

お
返
し
し
ま
す
。

⑥
上
国
ロ
ー
マ
ン
橋
は
ま
だ
工
移
中

で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
危
険
箇
所
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
作
品
は
未
発
表
の
自
作
作
品
に
限

り
ま
す
。

.
庖
恵
先

市
役
所
本
庁
舎
2
階
交
通
対
策

課
、
各
支
所
J
A
信
州
う
え
だ
よ

図
駅
前
基
幹
支
所
、
管
内
各
支
所

・
問
い
合
わ
ぜ

交
週
対
策
謀

5
6
4
)
 

品
目

1
5
6
3
1

対象 18愈以よ27高度末瀦の男女/募集磁種 。

生 曹候補士 ・ 2等陸海空土~ 8 月 1 日申自衛官などを募集7 7. 広恵ヨJi!.!B.15) 



-情報テブル・

す土
4
山し市職員を募集受けてみませんか

ボランティア体験
-平成8年度上田市職員喜重要項

哲Jji|
要a‘ 

幽

m

-

a

鉱

鼠

費

門

敏

首

骨

月
生

4

に

年

院

人

特
以
た

和

白

れ

阻

唱

。

4

・窓

マ
躍
用
人
員
各
匝
舟

{左
"さ

と
も
若
干

名

マ

必
要
書
瞳

1J受

験
申
込
書
(
総
務
課
に
あ
り
ま
す
v

tM制
限
書
(
高
校
花
学
置
は
、
統
一

応
募
書
量
を
悼
周
し
、
そ
の
他
の
人

に
つ
い
て
は
、
総
酪
理
に
あ
る
も
の

を
班
川
)
古
川
以
終
宇
佐
成
輔
証
明
書

〔
高
校
在
学
者
は
、

制
査
必
を
提
出
)

大司幹事績

程度

ー般司区務 A

(行政〉

成績回

9月22日姻}

111受付開始

午前8防犯分

鼠..糾目応事事資格政略程度院餓区分

陣
原隊性週

月
生

4
に

年

降

人

回

以

た

和

目

れ

陪

2

ま

餐Eま
高司事司幹線

三事家程度

一般司医務 8

〈行政)
午前8略

(2)t実験開始

破

-a

院

院・
2

門

級

官

骨

月
生

4
に

年

降

人

初

以

た

和

回

れ

昭

2

ま

犬繁率緩

程度

C
I
l
i
-
-
j
-

8
際

線

松

一

i

繍
一

'

一

t

金
一

自
国
幅
四
位
一

|

一

県では、ボランテ ィア

括動に聞むのあるかたの

ために、ボランティ7l体
験OI座を聞きます。

b討象 ボランティア

括動に関心のある15揖以

上の県民(100人) t 

申し込み 7月13目的 ま

でに、はがきで 『県庁生

活文化諜ボランティア担

当J(圃026.235.7189)
へ申し込みくださt、

群馬への旅行/
母・父と子の集い

主
帥
円
切
手
踊
付
の
臼

二
重
民
間

〔A
H
針
連
絡
川
。
あ
て
名
を
記
入
}

マ
畳
験
自
申
込
書
の
配
布

7
月

8
日
棚
か
ら

マ
血申
込
期
間

7

月

n日
聞
か
ら

8
月
目
目
刷
ま
で

に
市
役
所
本
斤
舎

3
階
輯
務
螺
へ

由
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

本政畿に応

募できない人

2
 

験

峨
院

院

-z

門

敏

専
月
生

4
に

年

降

人

訂

以

た

和

回

れ

摺

2
ま

文学率旗

程度

A 

木}

術篠

〈土

川日本国審査を

有し伝い人

{ただし『ー

厳司匹務C国

僚』について

ほ除外する)

121地方公務員

間

開

費

門-a' 

月
生

4

に

隼

降

人

図
以
た

和

回

れ

昭

2

ま

高等学鎗

寧怠程度

8 

木 〉

衝箆

(土

峨

峨
民

眠

聾

門

敏

事
月
生

4

に

年

跨

人

制

叫

批

昭

2

ま

大学寧黛

程度

段衝 C

S摩市工学

理棟工学

・掌

鐙媛

市
と
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

『母
・
文
と
子
の
聾
い
群
馬
サ
フ
ァ

リ
ワ
ー
ル
ド
と
高
崎
の
旅
』
の
多
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

8
月
4
日
間
午
前
7
時

出
尭

V
と
ニ
ろ

群
馬
サ
フ
ァ
リ

ワ
ー
ル
ド
高
崎
観
音
診
拝

マ
参

加
費

小
学
生
以
下

1
0
0
0円、 法麟16象各

-
問
い
合
わ
せ

輯
高
波

8

1
2

0
2
3
1
2
0
4
)
 

引
な
お
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ

で
F
A
X
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

a
(E

0
2
6
8@
8
8
8
8

コ
l
ド
恥

7
0
2
)
 

号のいずれ

かに厳当す

保用人員

若干名

る人

3
 

・

駿

峨

峨

民

民

銀

民

饗

門

膏

豪

級

事

体

育

月
室
、
を
手
引
温
"
を

4

に

で

格

(

月

取

人

年
隆
博
人
資
人

3

に
の

打例
以

た

の

る

年

で

み

)

和

目

れ

@

す

9

ま

込

む

昭

2

ま

保

有

成

目

見

合

短縮大学

率定程度
i!j 保

大
人

(中
掌
生
以
上
)
1
5
0
0
円

守
a
wし
込
み

福
祉
制
酎

(市
役
所

南
庁
舎
1
階
)
ま
た
は
母
子
寡
輔
福

祉
会
ヘ
、
現
金
を
冊
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
且

(1
6
0人
)

に
な
り
改
革
、
締
め
切
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
ぜ

福
祉
課
(
因
1
6

0
8〕

> 

市
税
等
の
滞
納
処
分

電
話
加
入
権
の
公
買

••• 
マ
と
き

8
月

8
日
嗣
午
前

9
時

品
分
1
(入
札
時
聞
は
午
前
叩
時

i
)

マ
と
こ
ろ

市

役
所
南
庁
舎

5
階

第
3

・4
会
議
室

マ
方
法

規
争

入
札

マ
台
数

当
日
決
定

マ
公

告
場
所

市
役
所
、
各
支
所

マ
入

札
書
加
者

本
人

(
印
鑑
待
客
三

代
理
人
白
場
合
は
本
人
自
俸
の
委
任

状
と
代
理
人
目
印
置
が
必
要

マ
そ

の
他

公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

市
税
等
を
完
納
し
た
場
合
に
は
公
売

を
中
止

マ
問

い

合

わ

せ

収

脱

課

(
8
1
3
0
1
5
1
3
0
3)
 

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

政
治
家
の
寄
附
禁
止

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現

と
選
挙
の
公
正
猪
俣
の
た
め
、
選
挙

制
鰯
問
中
に
限
ら
ず
、
政
治
家
(
候
補

者
・
候
繍
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人

・

公
聴
に
あ
る
人
V

が
還
準
匡
内
の
人

を
同
象
に
し
て
、
寄
附
な
と
次
の
行

為
を
す
る
こ
と
は
策
止
さ
れ
て
い
ま

[6J 7 広膚ラJiJ.!B.7 
徹宵うえど6月号『スポーツレクりエーνョン情鰻』の中に飢りがありました。『第18図司慎重野隊大

会JrM13回女子学重綱引き大会』の申込締切日が7月19日幽とありますが、 7月12日幽吻限りです.I lTiE I 



a邑
' 

交通災害共ihlご脂λしましょう
平成8年度の空通史書共済会員を募集しています。

本年度の加入手続きがお済みでないかた，.、生活環漬

課・各支所で随時申し込みを受け付けています。

あってはならない空通事紋です力久万一の場合に備

えてご加入〈ださい。

マ会費 500内(年額〉

マ問い合わせ生活環境課 (困1389)

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
S
月
扇
け
出
分
敬
称
略
)

中
国
残
留
邦
人
な
ど

国
民
年
金
特
別
措
置

••• 
平
成
8
年

4
月
か
ら
、
氷
住
帰
国

さ
れ
た
中
国
残
留
邦
人
等
の
か
た
に

対
し
、

国
民
年
金
の
特
例
措
置
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
対
章
者
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
か
た

①
明
治
相
年

4
月

2

日
以
後
に
生
ま
れ
た
か
た
②
永
住
帰

国
し
た
日
か
ら
引
き
続
き

1
年
以
上

日
本
に
仕
扇
が
あ
る
か
た

マ
特
例

の

概

要

①

帰

国

前
白
期
間
を
保
険

料
免
除
期
間
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り

年
金
額
が
改
普
さ
れ
ま
す
。
②
①
白

保
険
料
免
除
期
間
に
つ
い
て
、
保
険

料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
そ
の
他
た
だ
し
、

今
回
の
特

例
措
置
を
畳
け
る
た
め
に
は
、
厚
生

省
白
証
明
を
畳
け
る
な
ど
の
手
続
き

が
必
墜
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
上
小

地
方
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

(困
1
3
6
5
、
1
3
6
6)

7
年
度
の
商
品
量
目

「立
入
検
査
」
の
結
果

••• 
市
で
は
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
、
小

売
応
な
ど
で
詰
め
込
み
を
し
て
い
る

染

屋

下
青
木

北
大
手

秋

和

新

凶
伊
勢
山

鈴

子

常

入
院

内

下
甑
庇

染

属

議

戸
大

屋

岩

門

院

内
桜

台

東
前
山

野

竹

中
之
条

上
室
品
質

叫

三
井
正
直
恵

四

足

沼

秋

4

n
中

沢

久

肘
山
田
紀
元

町
上
野
稗
行

田
中
野
今
抑
制
松

制
小
林
正
勝

別
組
崎
君
子

的

遠

藤

淳

田
小
林
吉
雄

5

梨
体
今
朝
響

曲

消

水

英

一

帥
久
保
村
登

円

儲

鈴

男

子

白

月

間

一
夫

同

土

関

務

利

釘

児

玉

イ

シ

師
務
体
静
美

2
 

3
 

0
 

8
 

下
紺
屋
町

五

加

中

村
材
木
町

半

過

愛
宕
町

字
泌
階

院

内

新

凶
倉

升

下
布
石
以

小

泉

千
曲
町

吉

図
E

Q

 

染

臣
中

材

下

郷

商
品
の
量
目
立
入
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
7
年
度
目
結
果
は
次
白
と
お

り
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

0
3
)
 

商
工
謀
(
一恩

l
4

圃
商
品
量
目
立
入
検
査
の
結
果

よ?¥項目E霊 不正件艶 立 件軍事

過量不足 過量不足

食 掬 開 E 

" •• 2.6 
歯 肉の加工 品

" .. '" '" 
..， 

撤回 加 工品 28' 6 " 2.' u 
野 ヨ医 " 4 2 14，8 7・
野軍 司加工品 5 1 20.0 
め ん 実買 調

蒙 予 密実 ~ 

菓2コ・コ7 の周ヒ 囲品・ 1・7 3 20 

合 計1.484

" 
随 •• “ 

67 81 38 70 51 81 61 74 73 90 90 80 89 88 83 67 91 77 

今
年
も
7
月
四
日
出

引
日
同
に

『祇
園
祭
』
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
市
内
中
心
部
が
、
図
の
と
お
り

抵園祭の交通規制

満
腹
受

志

子

新

囚

叩

竹

内

車

田

鹿

戸

芳

枝

藤

之

木

制

問

ふ

さ

の

鹿
住
丑
夫

仁
古
図
師
小
井
土
奪
羨

富

岡

清

子

大

島

河

北

沢

政

信

幅
修
原
さ
く
の
伊
勢
山
帥
纏
野
イ
ゾ

山

浦

松

美

下

山

側

創

中

村

筑

初

中
村
忠
益
上
紺
島
町

叩
金
滞
り
う

近

江

谷

美

容

御

所

円

伊

様
正
三
郎

染

屋

刊

聞

い

し

子

細
谷
き
ょ

E
n
M

例

伊

藤
も

p
tT
東
五
加
問
小
川
ゅ
う一

神
体
孝
三

下

郷

叩

白

鳥

明

上

安

賀

開

問

海

邦

雄

原
内
佐

一

路

入

師

塚

原

尉

之

伊

勢

山

引

赤

壕

希

村

困

卦

旧

民

Q

闘
的
腿
よ
し
ゑ
指
図
新
町
肝
中
村
勝
筏

巡
藤
四

郎

開

田

小

山

庄

造

新

岡

曲

新

井

タ

ツ

エ

趨

図

書

た

め

銀

筋

形

的

他

滞

ゅ

う

備

町

帥

阿

久

治

定

彦

吉
岡

邦

子

川

辺

町

田

奥

￥

敏

子

倉

升

削

水

沢

千

巳

チ

小
体
三
磁

材

木

町

河

西

原

田

校

上

回

原

価

山

崎

茂

忠

山

本

島

文

八

木

沢

時

野

村

義

一

桜

台

前

竹

内

貫

MM峯

智

子

上

川

原

柳

町

叩

消

水

貞

枝

小

泉

田

中

曽

根

行

峰

山

柑

岡

武

子

小

舟

師

六

川

七

三

中

吉

岡

田

鷹

野

巧

小

木

骨

勝

人

上

沢

口

西

信

市

材

木

町

田

大

塚

み

や

す
。
ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
を
求
め

る
こ
と
も
集
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
寄
附
の
縫
止

政
治
家
は
、
致
党
や
親
族
へ
の
寄

附
な
ど
を
除
き
、
お
中
元

・
お
祭
り

の
寄
附
、
各
種
の
お
視
な
ど
を
鰭
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
被
団
体
も
、

花
輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
な
と
を

出
す
こ
と
は
繁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
あ
い
さ
つ
を
自
的
と
す
る
有
料
広

告
の
鍵
止

政
治
家
や
後
復
団
体
が
、
あ
い
さ

つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
に
有
料
広
告
(
名
刺
広
告
な
ど
)

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
を
除
毒
、
園
者
中
見
舞
い

な
ど
の
時
俣
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

(一回
1
6
7
1
)

交
通
規
制
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
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.ご参加ください/高齢者健康のっとい

「ンルパー時代、心虫かに生き生きと ノ」をテーマ

に 『高齢者健康のJlH、』を開催します。

bとき 8月2日幽午前10時30分から午後3時まで

bところ 高齢者編祉センタ b内容 ①体操

「あたまとからだ白ストレッチJ(指導上回if体育指

導艮 竹内裕子さん)諸手ぬくいをご持書ください

rz講演 「生きているか吉り学びたいJ(講師 仏教大

学教授 ・小倉美津子さん) 喧健康相談コーナ (胤

圧測定 ・1*脂肪測定 ・輩聾相談)

.送迎パスのご室内

① J R上田駅発センタ 行き (午前叩時15分・ 午後

1時10分) ②センター発JR上田駅行き (午後1時・

講演終了後〉なお、送迎パス福寿号は西嵐凹方面です。

ご利用ください。

b問い合わせ 高齢者福祉セノタ (圃⑫4119)

かえで

・石合楓ちゃん
(5康 平弁寺〉

遥也くん
(2定6か月〉

「お鮪ちゃんはちょ っ
と口答えするようになり
ましたが、外で二人仲良
く選んでいます」と母の
綿子さん.

保健 診t~ 国立東信病院で 「やさしい家庭介護教室』を開催し

ます。どなたでもお気軽にご害加ください。

bとき 7月13日出午後2時から午後3時四分まで

じ〉ところ 国立東信病院 b内容 洗髪 (寝たまま

で簡単にできるシャンプーのしかた) C>定員 20名

(屯話で受け付け。先着順) C>害加料 無料 (ただ

し資料代が必要です) C>持ち物 筆記用具 C>モの

他 スカ トを避け、身軽な服装でご書加ください。

C>問い合わせ 国立東信病院継続看護研究会 (直ゆ

1890・困203)

-国立東信病院で家庭介護教室

健康推進課

bとき 7月29日(月)午佳 I時から午後4時30分まで

bと二ろ 高齢者福祉センター (常結城3丁目 ・ク

リ J センタ 西側) C>相談料 無料 C>相絞担当

者 国立小諸療聾所 ・掘内静子さん C>iIIし込み 個

人相談で予約制です。希望のかたは 7月26日幽までに

お申し込みください。C>問い合わせ 高齢者福祉セ

ノター (匝ゆ4119)

-お年寄りのl却すについての相談会

b畳付時間 いずれも午桂 l時-2時 b持ち物

母子健康手帳、ハスタオル (4・10か月児)、歯ブラ

シ(1歳6か月児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちください。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査のアノケー卜をお送り

しますので、ご記入のうえお持ちください。また、原

検査の容器もお持ちください。

.7月の乳幼児健康診査 (困1616)

(市役所南庁舎2階)
ー支元首一寸一一一生年月日

7月9日 1 8. 2. 16-2 
7月初日 1 8.3.1-3 
7月2日 1 7. 8. 16-8 
7月23日 1 7. 9. 1-9. 
7月3日 1 6. 12. 16-12. 
7月24日 1 7. 1. 1-1. 
7月4日 1 5.6.1-6
7月29日 1 5. 6. 16-6 

.塩田母子健康センター (塩園地区)

4か月 1 "~""~ 1 8. 2. 16-3. 15 
1 7月25日

10か月 1 ' U""~ 1 7. 8.16-9. 15 

1歳 6か月 1 7月10日 1 6.11.16-7.1.15 

個別予防接種 (麻しん ・風しん ・日本脳炎 ・三種混

合)白委託医療機関として、111西生協訟1却苛 (仁古田 ・

回⑪1411)が7月 1日から追加になりました。

マ問い合わせ 健康推進課 (困1626)

r-----------ーーーーーー---・E ・1
1食中毒が多発しています 1
1 ・宜中毒予防には手提いがいちばん 1 
1 ・賞品の構生管理に気をつけましょう ! 

~-----------------------~ 

-予防接種委託医療機関の追加

明日
一時
一剖
一時
一出
一日
一日
一初

圃塁壁主三タ
健康診査

4か月

10か月

1歳 6か月

3歳

[81 7 広曹ラj{~B. 7. 

(111西地区)

8. 2.16-3.15 
7. 8. 16-9. 15 
6. 12. 16-7. 1. 15 

7月178

園川西社会福祉センタ-

4か月

10か月

よ盛且企且

発
行
・
よ
阻
市

〔〒
3
8
6
畏
野
県
上
図
市
大
手
1

HH
M
m
v

.

.
 
，.
M，.，惚

哩
@
4
1
0
0
困
1
1
1
2
悶
@
5
1
1
1

印
刷
・
国
辺
印
刷
物


	P1 表紙
	P2 「長野県総合防災訓練」開催①
	P3 「長野県総合防災訓練」開催②
	P4 情報テーブル①
	P5 情報テーブル②
	P6 情報テーブル③
	P7 情報テーブル④
	P8 保健ガイド

